
～ 新型コロナウイルス感染症対策・マニフェストなど ～

柳 誠子 議員（県民連合）

大久保 博文 議員（自民党）

西髙 悟 議員（自民党）

森 昭男 議員（公明党）

県議会　塩田新知事と活発に議論

主　な　代　表　質　問　項　目

議長メッセージ

　新型コロナウイルス感染
症の影響が続いております
が､ 県議会としましても､
感染状況を注視しつつ､ 感

　令和２年第３回定例会では、新型コロ
ナウイルス感染症対策や知事の政治姿勢・
マニフェスト等について活発な議論が交
わされました。

染拡大の防止と社会経済活動の両立が図られる
よう取り組んでまいります。
　今年７月には塩田新知事が就任されました。
行政と議会は､ 車の両輪に例えられるように共
に県勢発展のために努めていく必要があります。
今後も定例会における質疑を通して､ 新型コロ
ナウイルス感染症対策やマニフェストで示され
た各種施策などについて議論を深めていきたい
と考えております。
　県議会は今年開設140周年を迎えましたが､ 私
たちは､ 今後とも県民を代表する議事機関とし
て､ 県民の皆さまの負託に応えられるよう努め
ますとともに､ 身近で県民に開かれた県議会を
目指して取り組んでまいりますので､ 御理解・
御協力を賜りますようお願いいたします。

新型コロナウイルス感染症に関連する県議会の動き

県議会臨時会の開催･環境厚生委員会の閉会中審査

かごしま国体･かごしま大会の早期開催に向けた要望活動

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に迅速に対応す
るため、県議会では、徹底した感染防止策を講じたうえ
で、環境厚生委員会の閉会中審査（４月・８月）や臨時
会（８月）を開催し、県内の感染状況や感染防止対策、
経済対策などについて議論しました。
　今後とも引き続き、県民の命と暮らしを守るためしっ
かりと議論してまいります。

　2020年の開催が延期になった「かごしま国体・かごしま大会」については、早期開催に向けて、
県議会としても知事とも連携しながら関係者へ働きかけを行い、2023年に開催されることが決定
しました。11月には総務委員会が佐賀県知事と同県議会議長を訪問し、御協力への謝意を伝える
とともに、今後の連携に向けて意見交換を行いました。

●知事の政治姿勢について（自民党，県民連合，公明党）
●新型コロナウイルス感染症対策について（自民党，県民連合，公明党）
●新たな総合体育館の整備について（自民党，県民連合，公明党）
●鹿児島港本港区エリアのまちづくりについて（自民党，県民連合，公明党）
●川内原子力発電所関係について（自民党，県民連合，公明党）
●「かごしま国体・かごしま大会」について（自民党，公明党）
●災害対策について（自民党，県民連合）　など
※令和２年第３回定例会の本会議の様子（録画）は、県議会ホームページ
　から視聴することができます。 県議会中継

鹿児島県議会議長
外薗　勝蔵

佐賀県議会議長訪問＝11月スポーツ庁訪問＝6月

本会議、委員会の会議録、本会議や予算特別委員会
の模様がホームページからご覧いただけます。ス
マートフォン、タブレット等でもご覧いただけます。

鹿児島県議会

第３回定例会
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環境厚生委員会の閉会中審査＝8月



かごしま県議会だより第72号 令和２年12月28日㈪　発行　   （2）

　「あなたのそばで県議会」は、県民の意見を県政に反映させるこ
とをねらいとして、県議会議員が県内各地に出向き、皆様と地域の
諸課題等について意見交換を行う取組です。

　新型コロナウイルス感染症対策及び熱中症対策を講じた上で、8月
22日に湧水町の栗野中央公民館で開催しました。
　県道・地域高規格道路の整備、鳥獣被害、霧島くりの工業団地、
新型コロナウイルス感染症対策、特別支援学校、総合体育館、地域
経済振興などについて御意見をいただきました。

姶良・伊佐地域　in　湧水 熊毛地域　in　南種子
　離島における新型コロナウイルス感染症対策の観点から、出席議
員を半数程度とした上で、11月14日に南種子町の南種子町福祉セ
ンターで開催しました。
　甘藷の基腐病対策、離島の医療体制の確保、障害者支援、馬毛島
への自衛隊施設の整備などについて御意見をいただきました。

政
策
提
言
・
政
策
条
例
の
取
組

　
県
議
会
で
は
、
政
策
立
案
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
る

た
め
政
策
立
案
推
進
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
知
事
等
へ

の
政
策
提
言
や
政
策
条
例
の
検
討
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
19
年
度
の
設
置
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
に
32
項
目

の
提
言
を
策
定
し
、
こ
の
う
ち
25
項
目
を
知
事
等
に
提
言

し
、
７
項
目
は
議
員
提
案
に
よ
る
条
例
を
制
定
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
今
年
度
も
、「
医
療
的
ケ
ア
児
者
の
支
援
」
に
つ
い
て
、

関
係
団
体
等
と
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
政
策
提
言
に
向
け

て
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

「
か
ご
し
ま
県
民
手
話
言
語
条
例

（
通
称
）」
制
定
後
の
取
組

　
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
提
案
に
よ

り
「
言
語
と
し
て
の
手
話
の
認
識
の
普
及
及
び
手
話
を
使

用
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
関
す
る
か
ご
し
ま
県
民
条

例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
県
議
会

で
は
、
令
和
２
年
第
２
回

定
例
会
か
ら
本
会
議
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
手

話
通
訳
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
手
話
の
普
及

と
環
境
整
備
等
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「あなたのそばで県議会」

県議会議員と高校生の意見交換会
　９月、高校生を招待して県議会議員(広報委員会)との意見交換会を
開催し、高校生が日常生活の中で感じている社会的な課題などについ
て、３つのテーマ（①男性の権利の配慮不足、②若者に向けた観光資源、
③若者の選挙投票率）を中心に議論しました。

意見交換会の様子

関係団体等との意見交換＝9月

＜広報委員会名簿＞
所 属 会 派 議　員　名
自 民 党 米 丸　 ま き 子
公 明 党 森 　 　 昭 男

自 民 党 中 村　 正 人
(委 員 長)

共 産 党 た い ら　 行 雄
自 民 党 郷 原　 拓 男
自 民 党 田 畑　 浩 一 郎

県 民 連 合 遠 嶋　 春 日 児
(副委員長)

①男性の権利の配慮不足
　男女平等を実現するには、女性差別だけでなく、隠れている男性の権
利への配慮不足についても考える必要があるのではないか。
②若者に向けた観光資源
　鹿児島には豊かな自然や歴史があって魅力的だと思う一方で、若者向
けの観光資源の整備についても必要性を感じる。
③若者の選挙投票率
　若者の投票率向上に向けた取組として、若者がよく利用する施設に投
票所を設置するなど、投票が身近になる工夫をしてほしい。

第5回政策立案推進検討委員会＝11月

高校生から出された意見

●議員の方々が、自分たちの質問一つひとつに丁寧に答えてくださり、とて
も嬉しかった。議員には固いイメージがあったが、親近感が沸いた。
●議員の方々が、県民の小さな声まで拾おうと奔走されていると知った。県
民の側も、意見を取り入れてほしい時は自らも積極的に声を上げるべきだと
感じた。
●今後、政治を考える上で新しい見方ができるようになった。選挙に参加で
きるようになったら、きちんと調べて納得した状態で投票に行きたいと思う。

県議会を訪問した高校生の感想

令和３年１月
中旬配信予定

県議会のインターネット中継画面

　高校生の県議会訪問

の模様は、広報テレビ

番組（録画配信）でも

紹介します。

「県議会探訪記」
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活動レポート！（常任委員会行政視察）

地域課題の解決に取り組む自治会との
意見交換＝福元区自治会(指宿市)

県産材を利用した住宅部材加工施設の
見学＝㈱さつまファインウッド(霧島市)

総

務

委

員

会

産
業
観
光
経
済
委
員
会

企
画
建
設
委
員
会

文
教
警
察
委
員
会

環
境
厚
生
委
員
会

○
共
生
・
協
働
の
取
組
に
つ
い
て
　
　

　
過
疎
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
住

民
が
連
携
し
て
様
々
な
地
域
課
題
の
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
会
を
訪
問

し
、
取
組
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
る
と
と
も
に
、
取
組
の
課
題
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
農
業
・
水
産
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
た
ん
か
ん
の
生
産
に
お
い
て
奄
美
地

域
を
リ
ー
ド
す
る
果
樹
園
や
、
鮮
度
保

持
処
理
や
衛
生
管
理
の
徹
底
等
に
よ
り

水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
や
販
路
開
拓

に
取
り
組
む
漁
協
を
視
察
し
ま
し
た
。

○�

地
域
振
興
対
策
等
に
つ
い
て

　
中
山
間
・
集
落
対
策
の
取
組
に
つ
い

て
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
空
き
家
を

活
用
し
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス「
よ
ろ
っ
で
」

を
整
備
し
、
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む

民
間
の
運
営
会
社
等
と
現
状
や
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
２
月
に
運
転
を
開

始
し
た
錦
江
町
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
設
備
を
視
察
し
、
事
業
実
施
に
伴
う

課
題
や
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

○
教
育
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
県
立
楠
隼
中
学
校
・
高
等
学
校
を
訪

問
し
、
開
校
か
ら
の
取
組
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、
今
後
の
課
題
等
に
つ

い
て
教
職
員
や
保
護
者
等
と
の
意
見
交

換
を
行
っ
た
ほ
か
、
授
業
や
校
内
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

○
警
察
行
政
に
つ
い
て

　
県
内
各
地
で
開
設
し
て
い
る
移
動
交

番
を
活
用
し
た
警
察
活
動
の
状
況
や
業

務
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

活
動
に
使
用
す
る
移
動
交
番
車
や
装
備

品
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
環
境
・
林
業
対
策
に
つ
い
て

　
霧
島
市
の
木
材
加
工
販
売
業
者
を
訪
問

し
、
県
産
材
に
よ
る
２
×
４
住
宅
部
材
の
加

工
施
設
の
取
組
状
況
と
木
材
需
給
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
林
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

森
林
・
林
業
に
関
す
る
技
術
開
発
等
の
説
明

を
受
け
、
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

○
保
健
・
医
療
・
福
祉
対
策
に
つ
い
て

　
姶
良
保
健
所
を
訪
問
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
状
況
等
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
、
感
染
症
患
者
隔

離
搬
送
用
資
機
材
、
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
等
搭
載
車
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。姶良保健所での現状調査＝霧島市

県立楠隼中学校・高等学校における
意見交換＝肝付町

移動交番を活用した警察活動を視察
＝鹿児島市

○
県
土
の
保
全
・
交
通
体
系
の
整
備
等
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し

た
国
道
２
６
９
号
（
鹿
屋
市
串
良
町
細

山
田
工
区
）
の
道
路
災
害
復
旧
事
業
に

つ
い
て
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

11
月　

鹿
児
島
地
区
、
南
薩
地
区

11
月　

奄
美
地
区

11
月　

大
隅
地
区
、
鹿
児
島
地
区

女性活躍の推進に取り組む企業を訪問
＝㈱新日本科学(鹿児島市)

○
女
性
活
躍
推
進
の
取
組
に
つ
い
て

　
女
性
が
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
を
訪
問

し
、取
組
に
至
っ
た
経
緯
や
取
組
内
容
、

成
果
や
課
題
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
と
と
も
に
、
施
設
内
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

○
特
産
品
・
観
光
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
黒
糖
焼
酎
の
製
造
等
で
奄
美
大
島
の

地
域
振
興
に
取
り
組
む
㈱
奄
美
大
島
海

運
酒
造
を
視
察
し
た
ほ
か
、
奄
美
パ
ー

ク
を
拠
点
と
し
た
群
島
全
体
の
観
光
振

興
の
取
組
や
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く

り
事
業
を
活
用
し
た
施
設
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
物
産
連
盟
の
方
々
と
、

奄
美
ら
し
い
観
光
地
づ
く
り
に
よ
る
地

域
活
性
化
の
取
組
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

11
月　

大
隅
地
区

11
月　

姶
良
・
伊
佐
地
区

　各常任委員会は、それぞれ所管事項について
行政視察を実施し、審査又は調査の参考として
います。実施に当たっては、新型コロナウイル
ス感染症の感染防止に十分に配慮しながら行っ
ています。

果樹園のたんかん圃場を視察
＝平井果樹園(奄美市)

あまみ大島観光物産連盟との
意見交換＝奄美市

ゲストハウスの運営会社等との
意見交換＝錦江町

国道２６９号の災害復旧現場
＝鹿屋市
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こ
の
印
刷
物
は
、
環
境
に
優
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

議
会
傍
聴
・
庁
舎
見
学

令 和 ２ 年 定 例 会 を 振 り 返 る

　
昨
年
に
創
立
１
４
０
周
年
を
迎
え

た
鹿
児
島
市
立
宮
小
学
校
の
児
童
を

県
議
会
に
招
待
し
て
、
み
や
ま
コ
ン

セ
ー
ル
の
協
力
演
奏
家
に
よ
る
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

記念植樹の様子＝11月

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

記念コンサートの様子＝9月

観
光
産
業
議
員
連
盟
の
要
望
活
動

　
鹿
児
島
県
議
会
は
、
明
治
13
年
に

開
設
さ
れ
、
今
年
で
１
４
０
周
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
今
年
度
は
「
鹿

児
島
県
議
会
開
設
１
４
０
周
年
記
念

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自民党下村博文政務調査会長に提言書を渡す
外薗議長（写真左）＝東京都・11月

　
県
議
会
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
は

も
と
よ
り
、
鹿
児
島
県
議
会
議
員

政
治
倫
理
要
綱
を
定
め
、
県
内
全

域
に
お
い
て
次
の
こ
と
を
遵
守
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
自
筆
に

よ
る
答
礼
の
年
賀
状
や
親
族
等
へ

の
祝
儀
等
例
外
が
あ
り
ま
す
。）。

○
地
域
の
行
事
や
冠
婚
葬
祭
等
に
、

電
報
等
を
贈
ら
な
い
。

○
新
聞
等
へ
の
賛
助
広
告
や
年
賀

状
、
挨
拶
状
等
を
出
さ
な
い
。

○
中
元
、
歳
暮
、
餞
別
等
の
提
供
・

収
受
を
し
な
い
。
　
な
ど

虚
礼
廃
止
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
！

請
願
・
陳
情

　
県
政
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
の
あ
る

方
は
、
ど
な
た
で
も
県
議
会
に
請
願
・

陳
情
書
を
提
出
で
き
ま
す
。
請
願
書
の

提
出
に
は
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　
請
願
・
陳
情
書
の
趣
旨
は
、
お
お
む

ね
１
５
０
０
文
字
以
内
で
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
日
の
２
日
前
ま
で
に
提
出

さ
れ
た
請
願
・
陳
情
書
が
そ
の
定
例
会

の
審
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

　
議
会
事
務
局
議
事
課

　
　
☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

　【
議
会
傍
聴
】
議
会
事
務
局
議
事
課

　
　
☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

　【
庁
舎
見
学
】
議
会
事
務
局
総
務
課

　
　
☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
１
３

　
11
月
18
日
、
全
国
の
離
島
を
有
す
る

27
都
道
県
議
会
議
長
で
組
織
す
る
離
島

振
興
対
策
都
道
県
議
会
議
長
会
（
会
長

　
外
薗
勝
蔵
議
長
）
が
、
自
民
党
、
国

土
交
通
省
へ
離
島
振
興
の
推
進
等
に
つ

い
て
提
言
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
6
月
19
日
及
び
7
月
30
日
、
教
育
長

に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
を
踏
ま

え
、
万
全
の
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上

で
、
県
内
の
各
地
域
相
互
間
で
の
修
学

旅
行
が
実
現
す
る
よ
う
要
望
を
行
い
ま

し
た
。

教育長(写真左から3人目)に要望書を渡す
観光産業議員連盟＝6月

令和２年度鹿児島県一般会計補
正予算可決

第３回定例会

〈主な論議〉新型コロナウイルス感染
症対策、知事の政治姿勢、知事の掲げ
たマニフェスト項目など

〈
会
期
〉
９
月
14
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
の
24
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団
　
西
髙
　
悟
　
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
博
文
　
議
員

県
民
連
合
　
　
　
柳
　
　
誠
子
　
議
員

公
明
党
県
議
団
　
森
　
　
昭
男
　
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
令
和
２
年
度
鹿
児
島
県
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
14
件
の
可
決
又
は
同
意
。
決
算
認

定
議
案
３
件
は
継
続
審
査
。

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
9
件
、
継
続
7
件
を
審

議
し
、
３
件
を
採
択
。

〈
意
見
書
〉
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

係
る
更
な
る
地
方
税
財
政
措
置
及
び
国
土
強
靭
化
対

策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
10
件
を
可
決
。

新型コロナウイルス感
染症の医療提供体制の
整備等に係る補正予算
を可決

〈
会
期
〉
８
月
27
日
か
ら
28
日
ま
で
の
２
日
間

〈
質
疑
〉
各
会
派
等
の
５
人

〈
議
案
〉
令
和
２
年
度
鹿
児
島
県
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
２
件
及
び
専
決
処
分
報
告
１
件
の

可
決
又
は
承
認
。

令和２年度鹿児島県一般会
計補正予算可決
〈主な論議〉新型コロナウイルス感
染症対策、防災・減災対策、新た
な総合体育館の整備など

〈
会
期
〉
6
月
１
日
か
ら
６
月
19
日
ま
で
の
19
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団
　
中
村
　
正
人
　
議
員

県
民
連
合
　
　
　
遠
嶋
春
日
児
　
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
令
和
２
年
度
鹿
児
島
県
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
15
件
及
び
専
決
処
分
報
告
５

件
の
可
決
、
承
認
又
は
同
意
。

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
2
件
、継
続
7
件
を
審
議
。

〈
意
見
書
〉
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
踏
ま
え
た
公
共
投
資
に
よ
る
経
済
対

策
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
４
件
を
可
決
。

８月臨時会第２回定例会

離
島
振
興
対
策
都
道
県
議
会
議
長
会

提
言
活
動

令和２年度鹿児島県一般会
計補正予算可決

第４回定例会

〈主な論議〉新型コロナウイルス感
染症対策、新たな総合体育館の整備、
馬毛島への自衛隊施設の整備など

〈
会
期
〉
11
月
27
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
の
21
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団
　
中
村
　
素
子
　
議
員

県
民
連
合
　
　
　
前
野
　
義
春
　
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
令
和
２
年
度
鹿
児
島
県
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
44
件
の
議
案
及
び
専
決
処
分
報
告

３
件
の
認
定
、
可
決
又
は
承
認
。

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
10
件
、
継
続
10
件
を
審

議
し
、
３
件
を
採
択
。

〈
意
見
書
〉
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関

す
る
意
見
書
な
ど
２
件
を
可
決
。

〈
決
議
〉
立
皇
嗣
の
礼
に
対
す
る
賀
詞
２
件
を

可
決
。

広報テレビ番組
「第2回定例会を終わって」

広報テレビ番組
「第３回定例会を終わって」

広報テレビ番組
「第4回定例会を終わって」
(令和３年１月中旬配信予定)

新議員の紹介

７月12日に行われた補
欠選挙で当選。環境厚
生委員会に所属。

鶴薗　真佐彦
自由民主党県議団

薩摩川内市区

http://www.pref.kagoshima.jp/gikai/
携帯電話用ホームページアドレス
http://www.pref.kagoshima.jp/mobile/

県議会のホームページをご覧ください
　ホームページでは、本会議・予算特別委員会の生中継、録画配信をしています。また、会期日程、請願・
陳情の手続、議員紹介、会議録検索、広報テレビ番組の放送日時などを掲載しています。

＜お問い合わせ先＞
議会事務局政務調査課（☎099‒286‒5043）

ホームページアドレス

鹿児島県議会

本会議の動画(録画)
ホームページで配信中

　
県
議
会
議
員
が
見
守
る
中
、
外
薗

議
長
と
堀
之
内
副
議
長
に
よ
り
、
県

議
会
庁
舎
の
緑
地
帯
に
「
ハ
ヤ
ト
ミ

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
」
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
植
樹

県
議
会
開
設
１
４
０
周
年
記
念
行
事

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
会
議
の
傍
聴

に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
等

の
ご
視
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。
議
会
で

傍
聴
さ
れ
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

や
手
指
の
消
毒
等
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
傍
聴
日
の
５
日
前
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
議
会
庁
舎
を
見
学
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

南さつま市立内山田小学校
の皆さん


